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希望を胸に新たな巣立希望を胸に新たな巣立ちち
　３月１５日、豊間根中学校（畠山美千校長）で平成
１９年度の卒業式が行われました。式では畠山校長か
ら３０人の卒業生一人一人に卒業証書が手渡され、卒
業生を代表して卯名根口東君が「この先どんな困難
に出合っても中学校で培ってきたことを糧として、
必ず乗り越えていくことを誓います」と力強く答辞
を述べました。卒業生たちはたくさんの思い出が詰
まった校舎に別れを告げ、この春から希望を胸にそ
れぞれの進路へと巣立っていきます。

豊間根中学校で卒業豊間根中学校で卒業式式



【２】

施政方針の内容

平成２０年度

　
平
成
　
年
第
１
回
山
田
町
議
会
定
例
会
が

２０

開
催
さ
れ
る
に
当
た
り
、　

年
度
の
町
政
運

２０

営
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ら
び
に
主
要
な
施

策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計

画
・
前
期
基
本
計
画
の
中
間
年
次
で
あ
り
ま

す
。
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
っ
て
元
気

の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
山
田
を
つ
く
り
育
て

て
い
く
た
め
「
自
主
・
自
律
・
協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
「
み
ん
な
で

創
る
 ひ
と
と
産
業
が
元
気
な
ま
ち
 山
田
」
を

目
標
に
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
年
度
の
予
算
は
地
方
交
付
税
の
減
少
傾

２０
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
微
増
す
る
見
通
し
で

す
が
、
堅
実
な
財
政
運
営
の
た
め
①
歳
出
を

前
年
度
以
下
に
抑
制
す
る
②
財
政
計
画
と
整

合
す
る
第
８
次
総
合
発
展
計
画
に
つ
い
て
は

必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る
③
町
債
借
入
額

は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
に
努
め

る
―
―
な
ど
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
運

用
と
的
確
な
予
算
配
分
、
経
常
経
費
の
圧

縮
・
節
減
に
よ
る
財
源
不
足
額
の
縮
小
を
基

本
方
針
に
編
成
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
第
８
次
山
田
町
総
合
発
展
計
画
に

掲
げ
る
領
域
に
従
い
、　

年
度
の
施
策
に
つ

２０

い
て
述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

　平成２０年第１回山田町議会定例会が２月１８日から３月７日まで開かれ、２０年度

の一般会計予算などが原案どおり可決されました。初日には沼崎喜一町長が第８

次山田町総合発展計画の６つの柱を基本に、本年度の基本方針を述べました。今

号では、施政方針の内容と２０年度予算の中身の一部をご紹介します。（９㌻まで）

【３】

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
山
田
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
の
魚
市
場
用
計

量
器
、
鮮
度
保
持
タ
ン
ク
　
基
の
整

４０

備
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
大
沢
漁

業
協
同
組
合
の
漁
業
系
廃
棄
物
 堆
  肥
 

た
い
 
ひ

化
処
理
施
設
や
織
笠
漁
業
協
同
組
合

な
ど
が
行
う
カ
キ
殻
破
砕
事
業
に
つ

い
て
は
、
安
定
的
な
出
荷
と
販
売
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
い
わ
て
希

望
農
業
担
い
手
応
援
事
業
に
よ
り
、

リ
ン
ド
ウ
苗
の
購
入
や
栽
培
用
資
材
、

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
簡
易
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
や
生
産
管
理
機
械
の
整
備
を
支

　
平
成
　
年
度
に
各
漁
業
協
同
組
合

１９

が
策
定
す
る
地
域
営
漁
計
画
は
、
漁

場
の
効
率
的
な
利
用
、
担
い
手
の
育

成
確
保
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
者
へ
の
直
接
販
売
な
ど
新
た
な
販

路
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
、
漁
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
Ｉ
Ｔ
時

代
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
山
田
魚
市
場
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
山
田
魚
市
場
外
来

漁
船
誘
致
協
議
会
の
活
動
を
引
き
続

き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
産
物
の
安
定
供
給
と
衛
生
管
理

　
町
道
沢
田
関
谷
線
と
Ｊ
Ｒ
交
差
部

ガ
ー
ド
下
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
の

関
口
川
改
修
工
事
の
計
画
に
よ
り
、

新
た
に
河
川
敷
内
道
路
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
関
谷
・
関

口
地
区
か
ら
県
立
山
田
病
院
へ
救
急

車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
、
工
事
の
実
現
に
向
け
て
県
に
積

極
的
に
働
き
掛
け
ま
す
。

　
国
道
　
号
豊
間
根
新
田
橋
付
近
の

４５

交
差
点
改
良
事
業
は
本
年
度
よ
り
着

手
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
道
　
号
４５

北
浜
地
区
の
歩
道
整
備
事
業
は
昨
年

　
月
に
地
権
者
へ
の
計
画
説
明
会
が

１２行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
三
陸
国
道

事
務
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
事

業
実
施
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
道
に
つ
い
て
は
、
県
都
盛
岡
に

通
じ
る
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
重
要
な

路
線
で
あ
る
宮
古
山
田
線
の
豊
間
根

地
内
の
早
急
な
整
備
、
主
要
地
方
道

重
茂
半
島
線
の
改
良
な
ど
を
引
き
続

き
県
に
要
望
し
ま
す
。

　
町
道
細
浦
柳
沢
線
に
つ
い
て
は
、

県
代
行
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ

う
県
知
事
に
直
接
現
地
を
案
内
し
要

平成２０年度
施 政 方 針

商
工
会
が
取
り
組
む
経
営
改
善
普
及

事
業
、
地
域
総
合
振
興
事
業
を
含
む

事
業
運
営
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
山
田
の
魅
力
発
信
実
行
委
員
会
が

行
う
同
事
業
の
活
動
は
、
カ
キ
ま
つ

り
や
オ
ラ
ン
ダ
島
ま
つ
り
、
秋
祭
り

な
ど
町
の
魅
力
を
広
く
町
外
に
発
信

し
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
客
の
誘
致

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
「
マ
リ
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
山
田
」

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
優
れ
た
自
然
環

境
と
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た

体
験
型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　
雇
用
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
宮
古
公

共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
、
高
校
生

の
企
業
訪
問
や
雇
用
に
結
び
付
く
職

業
訓
練
の
機
会
を
拡
充
し
、
就
労
に

向
け
た
雇
用
情
報
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
町
中
小
企
業
融
資
制
度

や
企
業
誘
致
優
遇
措
置
制
度
の
Ｐ
Ｒ

や
利
用
を
促
進
し
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
進
め
て
雇
用
の
場
の
拡
大
に
な

お
一
層
努
力
し
ま
す
。

　
町
を
取
り
巻
く
産
業
構
造
の
現
状

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
産
業
分
野
を

超
え
て
共
有
し
、
新
た
な
産
業
振
興

策
を
模
索
す
る
た
め
「
山
田
町
産
業

活
性
化
推
進
協
議
会
（
仮
称
）」
を
立

ち
上
げ
、
産
業
を
基
盤
と
し
た
地
域

活
性
化
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

援
し
ま
す
。
全
国
的
に
評
価
の

高
い
乾
し
い
た
け
生
産
を
推
進

す
る
た
め
、
椎
茸
生
産
組
合
が

実
施
す
る
ほ
だ
木
造
成
、
散
水

施
設
、
乾
燥
施
設
の
整
備
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の
荒

廃
を
抑
止
す
る
た
め
、
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

で
間
伐
の
森
林
施
業
を
推
進
し

ま
す
。

　
商
工
観
光
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
境
田
地
区
や
大
沢
地
区

に
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
出
店
が

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
元
商
店

の
経
営
は
、
年
々
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

環
境
に
や
さ
し
い
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

長
林
大
浦
線
は
本
年
度
完
成
目
指
す

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

産
業
活
性
化
へ
協
議
会
を
設
立



【４】

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
育
児
相
談
、
す

く
す
く
広
場
の
開
催
や
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
を
通
し
て
子
育
て
に
関
す
る

情
報
の
発
信
や
子
育
て
支
援
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
、
山
田
町
次
世
代

育
成
支
援
計
画
に
基
づ
く
支
援
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
中
高
生
を

対
象
に
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
事

業
を
実
施
し
、
育
児
知
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り
山

田
町
第
一
保
育
所
で
実
施
さ
れ
る
自

園
型
の
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

　
絵
本
を
通
じ
て
親
子
の
 絆
 と
コ

き
ず
な

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
、

お
は
な
し
広
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
絵
本
の
読
み

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

循
環
器
検
診
に
お
け
る
肥
満
者
の
割

合
や
糖
尿
病
の
検
査
項
目
で
の
要
注

意
・
要
医
療
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
健
指
導
を
充
実
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
も
虫
歯
や
肥
満
傾

向
に
あ
り
、
生
活
習
慣
・
食
習
慣
の

基
礎
づ
く
り
や
食
育
推
進
計
画
に
基

づ
い
た
食
育
事
業
を
推
進
し
、
心
身

と
も
に
健
や
か
な
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
疾
病
構
造
の
変
化
や
高
齢
化
に

よ
っ
て
医
療
に
対
す
る
需
要
は
複
雑

か
つ
多
様
化
し
、
診
療
体
制
の
充
実

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
県
立
宮
古
病

院
は
も
と
よ
り
、
山
田
病
院
に
お
い

て
も
医
師
確
保
は
懸
案
事
項
で
あ
り
、

地
域
総
合
病
院
と
し
て
十
分
な
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
医
師
確
保
を

平成２０年度
施 政 方 針

健
や
か
で
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
支
援

望
し
て
い
ま
す
。
採
択
は
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
今
後
も
粘
り
強
く
県
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
本
年
度
分
は
区
画
道
路
の
５

路
線
、
延
長
５
２
１
㍍
と
宅
地
整
地

工
事
１
万
９
２
０
平
方
㍍
、
建
物
　１４

戸
の
移
転
を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
長
崎
、
川
向
、
中
央
、
八
幡
、

後
楽
、
北
浜
地
区
に
管
 渠
 を
布
設
し

き
ょ

ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
集
合
処
理
区

域
外
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
事
業
を
継

続
し
、
新
た
に
耐
震
改
修
等
助
成
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
公
営
住

宅
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
計
画

的
に
設
置
し
、
北
浜
団
地
は
本
年
度

解
体
す
る
予
定
で
す
。

　
橋
 梁
 補
修
事
業
で
は
嶋
田
橋
の
補

り
ょ
う

修
を
実
施
し
、
長
林
大
浦
線
局
部
改

良
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
山
田
水

源
地
改
良
事
業
と
織
笠
・
山
田
間
の

耐
震
管
布
設
事
業
、
柳
沢
北
浜
地
区

の
配
水
管
布
設
事
業
、
豊
間
根
簡
易

水
道
の
配
水
管
布
設
替
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、　

年
２１

度
か
ら
新
た
に
始
ま
る
７
種
類
　
品
１１

目
の
分
別
収
集
に
よ
る
廃
棄
物
の
減

量
化
に
向
け
、
宮
古
地
区
広
域
行
政

組
合
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
排
出
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ

が
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
資
源
循
環
型
リ

サ
イ
ク
ル
の
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
人
が
自
然

の
恩
恵
や
人
間
と
環
境
と
の
関
わ
り

合
い
を
理
解
し
、
普
段
の
生
活
や
事

業
活
動
で
環
境
へ
負
荷
の
少
な
い
行

動
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
の

環
境
行
政
の
基
本
指
針
で
あ
る
「
環

境
基
本
計
画
」
を
基
に
学
校
や
地
域
、

家
庭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら

え
て
環
境
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

　
県
が
進
め
て
い
る
織
笠
川
三
陸
高

潮
対
策
事
業
、
山
田
・
大
沢
漁
港
海

岸
保
全
施
設
整
備
事
業
の
早
期
完
成

と
、
町
営
織
笠
漁
港
の
防
潮
堤
 嵩
 上

か
さ

げ
工
事
を
国
・
県
事
業
と
し
て
実
施

す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
土
調
査
事
業
は
平
成
　
年
度
に

１９

田
の
浜
地
区
が
終
了
し
、
本
年
度
は

小
谷
鳥
地
区
の
３
３
７
筆
、　

万
平

４９

方
㍍
の
地
籍
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

整備が進む町道長林大浦線

すくすく広場の様子

【５】

平成２０年度
施 政 方 針

　
近
年
、
個
々
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活

動
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
つ
町
民
が

増
え
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
活
動
を
通
し

て
身
に
付
け
た
知
識
や
技
術
な
ど
を

社
会
生
活
の
中
で
生
か
し
た
い
と
い

う
要
望
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
人
生
を
豊
か
に
す
る
生
涯
学
習
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
町
民
一
人
一
人

が
生
涯
を
通
し
て
自
分
に
合
っ
た
学

習
機
会
を
自
由
に
選
択
し
、
自
発
的

に
学
習
し
て
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
行
政
と
関
係
機
関
が

連
携
・
協
力
し
て
生
涯
学
習
事
業
を

推
進
し
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
各
種
学
習
機
会
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

青
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
の
各

時
期
に
対
応
し
た
学
習
機
会
を
提

供
・
支
援
し
、
家
庭
教
育
学
級
、
ふ

聞
か
せ
事
業
で
絵
本
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
子
供
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
山
田
南
小
学
校
と
関
口
児
童

館
、
轟
木
児
童
館
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
親
が
就
労
す
る
家
庭
で
の
子

育
て
を
支
援
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
や
宮

古
児
童
相
談
所
と
連
携
し
、
児
童
の

虐
待
防
止
お
よ
び
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
お
よ
び
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
増
加
す
る
中
で
、
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
日
常
の
安
否
確
認

の
た
め
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
認
知
症
予
防
教
室

や
転
倒
予
防
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
で

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
を
支
援

す
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

と
そ
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
た
予
防
給
付
、
地
域
支
援

事
業
な
ど
の
介
護
予
防
を
進
め
な
が

ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
障
害

１８

者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
、
社
会
生
活
が
で

る
さ
と
体
験
塾
や
女
性
セ
ミ
ナ
ー
、

各
公
民
館
で
の
各
種
学
級
、
講
座
の

開
設
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
、

全
小
中
学
校
に
整
備
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
情
報
活
用

能
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
学
校
図
書
整
備
計
画
に
よ
り
学
校

図
書
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
山
田

高
等
学
校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

へ
の
支
援
と
中
学
校
と
高
等
学
校
の

交
流
の
促
進
を
図
る
た
め
、
中
高
連

携
体
制
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨

年
実
施
し
た
学
校
建
物
耐
震
診
断
の

結
果
に
伴
う
小
学
校
５
校
の
補
強
工

事
と
大
沢
小
学
校
の
体
育
館
屋
根
補

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
小
学
校
３
校
と
中
学
校
２
校
に

配
備
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実
に
つ
い

て
は
消
防
署
と
消
防
団
の
連
携
を
強

化
し
、
団
員
の
確
保
と
資
質
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
第
１
分
団
の
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
消
防
署
の
高
規

格
救
急
車
を
更
新
し
、
石
峠
地
区
に

防
火
水
槽
を
築
造
し
ま
す
。

　
災
害
有
事
の
際
に
迅
速
か
つ
円
滑

な
応
急
対
策
活
動
が
で
き
る
防
災
関

係
機
関
相
互
協
力
体
制
の
確
立
と
地

域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
と
組
織
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
や
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
援

護
者
の
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

船越小に設置されたＡＥＤ

手
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
の
芽
を
は
ぐ
く
み
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
全
小
中
学
校
に
配
備



【６】

平成２０年度
施 政 方 針

　
町
民
が
主
役
の
元
気
な
地
域
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ス

タ
ー
ト
し
た
住
民
協
働
推
進
支
援
事

業
で
８
団
体
の
事
業
を
採
択
し
て
い

ま
す
。
採
択
さ
れ
た
事
業
に
は
▽
高

齢
者
支
援
事
業
▽
環
境
整
備
事
業
▽

世
代
間
交
流
事
業
▽
自
主
防
災
事
業

▽
外
国
人
向
け
生
活
の
し
お
り
作
成

―
―
な
ど
が
あ
り
、
各
自
治
会
の
意

欲
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
・
地
域
づ
く
り
は
少
子
高

齢
化
が
進
む
当
町
に
と
っ
て
は
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
こ
の
事
業
を
通
し

て
住
民
協
働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
結
い
」の
精
神
を
再
構
築
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
行
政
の
制
度
や
政
策
な
ど
に
つ
い

て
町
民
に
情
報
提
供
を
図
り
、
町
政

へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
住
民
協
働

を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
農
林
水
産
業
就
業
希
望
者
へ

の
研
修
制
度
、
移
住
希
望
者
へ
短

期
・
中
期
体
験
用
宿
舎
の
提
供
な
ど

を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
、
今
後
と
も
岩
手
県
に
お
け
る

移
住
促
進
施
策
の
展
開
と
歩
調
を
合

わ
せ
な
が
ら
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

細
動
器
）
に
つ
い
て
は
本
年
度
小

学
校
６
校
に
設
置
し
、
町
内
全
小

中
学
校
へ
の
配
備
を
完
了
し
ま
す
。

　
図
書
館
は
蔵
書
展
や
絵
本
展
な

ど
を
開
催
し
、
鯨
と
海
の
科
学
館

は
海
の
体
験
教
室
や
企
画
展
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
旧
県
立
山
田
病

院
跡
地
取
得
に
係
る
県
医
療
局
と

の
協
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
内
部

検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
地
域
社
会

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
社

会
環
境
や
意
識
・
価
値
観
の
変
化

の
中
で
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
へ

の
意
識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
武
徳
殿
ト
イ
レ
を
洋
式
の

簡
易
水
洗
に
、
中
央
公
民
館
２
階
ト

イ
レ
を
洋
式
に
改
修
し
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

町
民
に
よ
る
自
主
的
な
芸
術
文
化
活

動
の
一
層
の
活
発
化
を
図
る
た
め
、

展
示
・
発
表
の
場
で
あ
る
町
民
芸
術

祭
の
開
催
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
町
文
化
財
を
保
存
・
保
護
し
伝
承

と
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

房
の
沢
古
墳
群
の
出
土
品
を
保
存
処

理
し
、
そ
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
り
、

男
女
の
隔
て
な
く
活
躍
の
場
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の
社
会
参
画

拡
大
と
男
女
共
同
参
画
意
識
の
醸
成

に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
に
対

応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

研
修
会
や
講
座
な
ど
の
開
催
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
に
向

け
て
の
意
識
調
査
お
よ
び
「
男
女
共

同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
際
化
の
波
は
国
同
士
の
枠
を
超

え
地
域
レ
ベ
ル
へ
と
進
展
し
、
各
地

方
で
は
特
色
を
生
か
し
た
国
際
交
流

や
地
域
間
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
友
好
関
係
を
結

ん
で
い
る
オ
ラ
ン
ダ
王
国
ザ
イ
ス
ト

市
と
の
ジ
ュ
ニ
ア
海
外
使
節
団
派
遣

事
業
を
継
続
し
、
こ
れ
か
ら
も
広
い

視
野
と
国
際
感
覚
に
あ
ふ
れ
る
人
材

育
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

多くの町民が利用する町立図書館

住
民
参
加
と
協
働
で
元
気
創
造
、
自
律
を
め
ざ
す
ま
ち

事
業
通
じ「
結
い
」の
心
を
再
構
築

【７】

制
度
」
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
ふ

る
里
山
田
同
郷
の
会
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
当
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に

対
し
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
本
町
の
行
政
改
革
は
大
綱
を
策
定

し
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ

り
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
基

準
値
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
役
場
庁
舎

の
町
民
ホ
ー
ル
と
階
段
天
井
部
分
が

基
準
を
上
回
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
か
ら
、
除
去
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
・
県
事
業
の
導
入
促
進
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
、
関
係
機
関
へ
事
業

促
進
と
本
町
の
課
題
解
決
に
向
け
、

要
望
活
動
を
継
続
し
ま
す
。
特
に
三

陸
縦
貫
自
動
車
道
釜
石
山
田
道
路
の

早
期
完
成
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国

に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
発
展
と
水
産
振
興
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
「
水
産
翁
」
の
称
号
を

授
与
さ
れ
た
「
山
田
町
名
誉
町
民
」

第
　
代
鈴
木
善
幸
内
閣
総
理
大
臣
を

７０
顕
彰
す
る
事
業
に
対
し
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
年
７
月
に
は
銅
像
と
記
念
碑

が
完
成
す
る
予
定
で
す
。
あ
ら
た
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
、
国
は
地
方
に
お
い

２０

て
依
然
と
し
た
大
幅
な
財
源
不
足
が

生
じ
る
と
見
込
み
、
そ
の
対
策
と
し

て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
市
町
村
分

２
５
０
０
億
円
程
度
を
地
方
交
付
税

に
反
映
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
具

体
像
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
、
安

定
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
「
財

政
計
画
２
０
０
７
」
と
「
第
８
次
山

田
町
総
合
発
展
計
画
」
を
整
合
さ
せ

る
べ
く
、
堅
実
な
施
策
事
業
の
執
行

に
努
め
「
足
る
を
知
る
」
の
精
神
で

必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
健
全
で
効

率
的
な
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
岩
手
県
地
方
税
特
別
滞
納
整

理
機
構
と
の
連
携
、
納
税
相
談
や
実

態
調
査
・
分
析
に
基
づ
く
滞
納
整
理

を
進
め
、
町
税
の
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税

平成２０年度
施 政 方 針

　
以
上
、
平
成
　
年
度
に
お
け
る
主

２０

要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
昨
年
の
施
政
方
針
に
お
い

て
「
住
民
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
望

ま
し
い
（
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー
）」

の
考
え
を
基
調
に
し
、
自
治
体
と
住

民
が
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
合
う

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
が
、
住
民
協

働
推
進
支
援
事
業
が
順
調
に
ス
タ
ー

ト
し
、
そ
の
成
果
も
得
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
度
を
「
住

１９

民
協
働
元
年
」
と
位
置
付
け
、
さ
ら

に
そ
の
内
容
を
充
実
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る

地
方
に
対
し
、
国
は
「
頑
張
る
地
方

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
地
方
再
生
対
策

費
」
な
ど
の
配
慮
を
示
し
て
お
り
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
平
成
　
年
２０

度
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
厳
し
い
冬
の
時
代
か
ら
わ
ず

か
で
は
あ
れ
、
春
の
 曙
  光
 が
ほ
の
か

し
ょ
 こ
う

に
見
え
る
か
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
懸
案
事
項
を
抱
え
な
が
ら

も
希
望
を
持
っ
て
一
歩
一
歩
前
進
を

続
け
る
こ
と
。
そ
の
先
頭
に
私
が

立
っ
て
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
町

政
推
進
に
当
た
り
ま
す
こ
と
を
お
誓

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
な
ら
び
に
議
員
の
皆
さ
ま
の

町
政
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
、
健
全
な
行
財
政
で
元
気
創
造
を
め
ざ
す
ま
ち

堅
実
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を
推
進



◆町長選挙費  １,１５５万円

◆海区漁業調整委員会委員選挙費  ２５１万円

◆小学校管理費 １億９,１８７万円

学校施設耐震改修工事費や大沢小屋根改修工事費など

８,５８２万円が計上されています。

◆中学校管理費 ５,５１７万円

スクールバス運行委託料 １,２１３万円などが計上されて

います。

◆人づくり事業費 ８７０万円

ジュニア海外使節団派遣事業の旅行業務委託料、国内

外研修事業補助金などを計上しています。

◆国民健康保険事業  ２６億２,９３１万円

国民健康保険は病気やけがに備えて加入者の皆さんが

お金を出し合い、病院にかかるときの医療費に充てる

支え合いの制度です。

◆後期高齢者医療事業 １億４,５６５万円

後期高齢者医療制度は７５歳以上（重度障害者は６５歳以

上）の高齢者が、病気になっても安心して医療が受け

られる制度です。

◆岩手県後期高齢者医療広域連合負担金 １億１８１万円

◆ 塵  芥 し尿処理費 ２億５,９０６万円
じん かい

◆宮古地区広域行政組合（消防関係）負担金 ３億５９６万円

◆消防施設費   ２,８８０万円

消防ポンプ車購入費（１分団）１,７００万円や防火水槽築

造工事費（石峠地区）、消防屯所補修工事費（３分団）

８１０万円が計上されています。

平成２０年度予算の中身

◆建設改良費 ２億５,６４８万円

試山田水源地改良工事費、織笠山田間耐震管布設工事

費など…１億９,９２７万円試柳沢・北浜地区配水管布設事

業費…３,０００万円

◆道路維持費 ８,１６２万円

◆道路新設改良費 ８,５０１万円

◆土地区画整理費 ２億３,２８７万円

試宅地整地や細浦柳沢線、街路などの工事費…５,２５２

万円試建物等移転補償費…１億６,１２６万円

◆公営住宅解体工事費など ６１２万円

◆木造住宅耐震改修助成事業補助金 １８０万円

◆公共下水道事業 ４億４６９万円

快適な生活環境と海や河川の水質保全を目的に、船越

地区と山田地区で公共下水道事業を実施しています。

◆いわて希望農業担い手応援事業補助金 ３００万円

りんどう苗、栽培用資材、生産管理機械の整備などに

対する補助金です。

◆しいたけ等特用林産物生産施設整備事業補助金  ２５０万円

　散水施設や乾燥機械などの整備に対する補助金です。

◆水産振興費  １,３５５万円

「安全で安心できる」水産物を提供するため、各漁協が

整備する設備に対する補助金などが計上されています。

◆中小商工業金融対策資金利子補給等補助金  ３００万円

◆工場誘致利子補給補助金  ３６０万円

◆山田の魅力発信実行委員会補助金  １００万円

◆障害者自立支援給付費 １億９,４１４万円

◆老人保護措置委託料 １,１４８万円

◆民間保育所運営委託料 ２億８,９００万円

◆子育て支援事業費  ３,７６３万円

試延長保育促進事業補助金… ７４０万円試病児・病後児

保育事業補助金…３１３万円

◆介護保険事業 １３億３,５０９万円

歳出総額の９５.９％を占める保険給付費は１２億８,０００万

円で、訪問介護や通所介護、施設介護など各種サービ

ス費用に充てられます。 住 民 生 活 課

産 業 振 興 課

教 育 委 員 会

選挙管理委員会

水 道 事 業 所

消 防 防 災 課

地 域 整 備 課

保 健 福 祉 課

お座敷広場（山の内、西川地区）

【８】

一 般 会 計 町の全会計
　平成２０年度の町一般会計予算の総額は、歳入、歳出そ

れぞれ６４億１,９４６万円。前年度当初予算と比べて２.６％、

およそ１億７千万円の減となりました。

　歳入では、財政計画２００７で減少を見込んでいた地方交

付税が「頑張る地方応援プログラム」や「地方再生対策

費」の新設により、３年ぶりに０.１％の微増となりました。

　歳出では第８次総合発展計画の事業を見直したことに

より、公債費を除くすべての項目が減となりました。

　町の財政事情は依然厳しい状況にありますが、財政計

画との整合性を図りながら第８次総合発展計画を着実に

実行し、元気なまちづくりを目指していきます。

　町の平成２０年度一般会計予算と各特別会計、水道事業

会計を合わせた予算総額は１１９億２,１８６万円です。

　ここでは、本年度行われる主な事業を担当課ごとに紹

介します。

◆平成２０年度各会計の予算額
・一般会計  …………………………………６４億１,９４６万円

・国民健康保険特別会計  …………………２６億２,９３１万円

・後期高齢者医療特別会計  ………………１億４,５６５万円

・老人保健特別会計  ………………………１億７,４６５万円

・介護保険特別会計（事業勘定）  …………１３億３,５０９万円

・介護保険特別会計（サービス事業勘定）  ……… ２６６万円

・簡易水道特別会計  ……………………………８,５５５万円

・漁業集落排水処理事業特別会計  ………１億４,７６２万円

・公共下水道事業特別会計  …………………４億４６９万円

・水道事業会計  ……………………………５億７,７１８万円

※水道事業会計には、収益的支出予算と資本的支出予算

の合計額を掲載しています。

◆住民協働推進費 １９０万円

住民協働推進支援事業補助金１５０万円などが計上され

ています。

◆定期路線バス運行委託料  １,３７６万円

◆広報やまだ印刷費  ６２０万円

◆国土調査費  １,２２６万円

◆財産管理費  ９,２０９万円

役場庁舎１階のアスベスト除去工事費や、工事期間中

仮事務室として使用する町中央コミュニティセンター

の電話設置工事費など、４,５７７万円が含まれています。

◆土地評価替路線価補正業務委託料  ４１０万円

固定資産税（土地）算定の基礎となる路線価は、３年

ごとに見直しを行っています。

税 務 会 計 課

企 画 財 政 課

総　　務　　課

歳　　　　　　　　　　入

伸び率構成比予算額区　　　　分

２.０

△１７.１

△０.６

３.８

４.５

２０.８

０.０

０.０

１８.３

９.４

１.４

１.１

０.６

０.２

０.０

０.０

１１７,６５１

６０,０２３

９,０６５

７,３５９

３,９５０

１,２３２

１０

0

町 税

繰 入 金

分担金・負担金

使用料・手数料

諸 収 入

財 産 収 入

繰 越 金

寄 附 金

自
　
主
　
財
　
源

△４.５３１.０１９９,２９０計

０.１

△１２.１

９.８

△８.１

△１.９

△１０.０

４４.４

７.３

７.１

６.１

１.３

２.８

２８４,９００

４７,０２０

４５,３８８

３９,３３８

８,１００

１７,９１０

地 方 交 付 税

町 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

そ の 他

依
　
存
　
財
　
源

△１.７6９.０４４２,６５６計

△２.６１００.０６４１,９４６合　　　　計

（単位：万円、％）■歳入の状況

歳　　　　　　　　　　出

伸び率構成比予算額区　　　　分

△１.１

２.４

△１.８

△２.１

△６.６

△７.９

△３.０

△１４.３

△５.２

△１.５

△１１.２

０.０

０.０

２５.６

１７.２

１４.３

１３.５

９.６

７.４

５.７

３.８

１.６

１.２

０.０

０.０

０.１

１６４,０５１

１１０,２０５

９１,７６１

８６,８４５

６１,８０６

４７,３３２

３６,７２９

２４,６８１

１０,１９８

７,７３８

９９

０1

５００

民 生 費

公 債 費

総 務 費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

議 会 費

商 工 費

労 働 費

災 害 復 旧 費

予 備 費 ・ そ の 他

△２.６１００.０６４１,９４６合　　　　　　計

■歳出の状況 （単位：万円、％）

【９】



とりい　あさひ　くん

（大沢保育園・５歳）

大きくなったらカキの仕事をし
たいな。お父さんたちと一緒に
いっぱいカキをとって、みんな
にあげるんだ。

救命胴衣の着用心掛けよう
　小型船舶操縦者法施行規則の一部改正により、４

月１日から一人で乗船して漁労に従事する者に対す

る救命胴衣の着用が義務化された。

　救命胴衣は自分が着るのではなく、自分の命に着

せる。そして一番大切な家族を守るために着る。も

し本人が救命胴衣を着用せずに最悪の事態に陥った

場合、家族はどんな思いをするであろう。こんなこ

とを言っても誰も信じる人もいないだろうが、私も

４年前に海難事故を経験している。自分が海中で生

死をさまよっている間、瞬間的に脳裏をよぎるもの

があった。それは、「俺は死んでもいいが一緒に乗船

していた家内さえ無事であれば…。だが、俺が行方

不明になったら多くの方々に大迷惑を掛ける」との

思い。そして今まで何回となく海難者の捜索をした

現場の状況だった。

　清徳丸の事故は連日報道され、テレビに映る家族

や関係者の姿は見るに耐えなかった。もし清徳丸の

親子が救命胴衣を着用していたら…。自分の命を守

り、家族を安心させ、そして地域を守るために、救

命胴衣の着用を心掛けましょう。

　　　　　　　　　山﨑卓三（大浦・？歳）

朗（？）
T
O
C
C
H
I（
　
）
１４

【１０】

山田よいとこ好きな町（1
1）

　お不動さん奥の院カッチ
から 山  間 の曲がりくねった

道やま あい

を川沿いに下れば関口の里
に出る。ここにお不動さ

ん関

口神社がある。仏の不動明
王がなぜ神社なのか――。

そ

れは奈良時代に始まった神
仏 混  淆 を明治初年に廃止し

て、こん こう

神仏分離令を発令したこと
により、各地の寺や仏像

など

が棄却された。それを避け
るため、仏を神として祭り

関

口神社としたのであろう。
そして近郷近在の多くの人

々

に信仰されるようになっ
た。不動明王はご承知のよ

うに、

右手に剣を、左手に 羂  索 （
これですべての衆生を受け

入けん さく

れて救う）、背中に大火炎
を、悪魔を降伏するため 忿

  怒 の
ふん ぬ

相をしたお顔で見た目がと
ても恐い仏様だ。しかし大

日

如来の化身とされる。とこ
ろが 役小角 の創建で、修験

者えんのおづの

の寺である奈良吉野山にあ
る 金  峰  山  寺 の不動明王のお

顔きん ぶ さん じ

はニコッと笑っておられ
るそうだ。やはりお不動さ

んっ

てお優しい仏さんなんだと
知り、心安らいだ。 梵  語 （

サ
ぼん ご

ンスクリット）でお釈迦
様をゴータマ仏陀、お不動

様は

ナマサマンダバサラナンと
となえる。

　関口お不動さんの祭りは
多く参拝者が楽しむお祭り

だ。

私も大ファンで幼いころか
らご縁日にはよくお参りし

た

ものだ。祭り好きな私は年
老いた今も祭りの日が待ち

遠

しい。戦時中には出征兵
士の武運長久を祈りに宮古

、釜

石をはじめ遠く内陸部の町
村からもたくさんの参拝者

が

訪れたのだった。ところで
、お不動さんのお宮に向か

っ

て左側の裏奥にコンクリ
ートの台があり、一本の

剣が

立っている。その剣に「村
の者、争うことなかれ」と

刻

まれてある。これは、知る
人ぞ知る村内の争いを仲裁

な

さった伊藤 　  
じゅ

 甘 さんの戒めの剣といわれ
ている。南の国、かん

薩摩の西郷隆盛は「南州
」、北国岩手の伊藤 甘さ

んは

「奥州」、私は「山田北州
」。いずれも 藤原 

ふじわらの

 朝 
あ

 臣 と名乗る。
そん

ちょっと書き過ぎたかな？
（つづく）

ペンネーム・山田北州（山
田・87歳）
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◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

待望の善幸像
建立 誇らしく

　私たちの郷
土が生んだ先

人、漁民宰相
の鈴木善幸先

生

を顕彰する事
業の一環とし

て、町民待望
の銅像および

顕

彰碑の除幕式
が今年海の日

に合わせて実
施されるとの

こ

とに、町民の
一人として誇

らしく感じて
いる。

　「和の政治」
をモットーに

政界を歩んだ
先生は、やは

り

どこか東北人
らしさがうか

がわれる重厚
さと実直さを

持

ち合わせてお
り、その人柄

に私たちは日
ごろから敬服

し

ている。また
、善幸さんが

政界を志した
のは三陸沿岸

を

襲った昭和８
年３月３日の

大津波の被害
を目の当たり

に

したからだと
聞かされてい

る。県内陸部
はもとより、

特

に三陸沿岸部
をあの津波か

ら復興させた
業績を私たち

県

民は終生忘れ
ることはでき

ない。

　善幸像に付
随して記念館

建設や記念行
事として昆布

養

殖などをテー
マにした町民

劇場「浜の夜
明」の上演も

企

画中とのこと
で、「鈴木善幸

元内閣総理大
臣を顕彰する

会」のご配慮
に感謝したい

。またこの顕
彰事業成功の

背

景には町長は
じめ関係スタ

ッフの並々な
らぬ努力があ

っ

たことを私た
ち町民は常に

心に秘めてお
きたいものだ

。

齋藤忠雄（船
越・？歳）

彼岸の中日に心癒やす曲　春分の日、木々の芽吹きを吸いながら自転車で龍泉寺にお参りに行った。境内に入ると心安らぐ曲が流れていた。お堂のお釈迦様などに香を手向けてから茶の間に…。寺族さまに曲名をお聞きしたら、曹洞宗の仏教曲と聞かされた。人間にしかない「でこぼこ」だらけの心に栄養たっぷりの曲で…。心癒やされた彼岸の中日であった。合掌。
　　　　　　　　　菊地サカヱ（織笠・73歳）

稲川孝太朗

【１１】

今年は交通死亡事故ゼロに
　今年も春の全国交通安全運動が４月６日から始まります。昨年は本町

で交通死亡事故が４件発生し、山田町交通安全対策運動協議会が異例の

非常事態宣言を発令するなど、憂慮すべき１年でありました。同協議会

はもちろんのこと、交通安全協会、交通指導隊、交通安全母の会、そし

て関係する各種団体が一丸となって運動を展開し、今年はあの悲惨な交

通死亡事故をなくしたいものです。

　かつて山田町では交通死亡事故ゼロ３年を達成した実績があり、決し

て不可能なことではありません。運転者一人一人が通常のスピードに一

割ダウンを励行するなど一層の安全運転に気を配れば、交通死亡事故は

防げると思います。事故のない明るく住みよい山田町を築くため、交通

安全運動の趣旨を理解し、皆さまの一層のご協力をお願いします。

交通安全協会山田支会　西舘　昼（船越・？歳）
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【１２】

県の「地球温暖化を防ごう隊」

船越小が県知事表彰受ける

　毎日新聞社などが主催する第５７回全国小・中学校・Ｐ

ＴＡ新聞コンクールで、大沢小学校（佐々木由美子校長・

児童１５４人）児童会執行部が制作する学校新聞「海よ光

れ」が毎日新聞社賞を受賞しました。同コンクールの小

学・学校新聞の部には全国から1,086点の応募があり、大

沢小は平成１９年４月から１２月発行分を出品。審査の結果、

同紙は全国３位となる毎日新聞社賞に輝きました。前児

童会長の福士泰佳さん（６年・現山田中１年）は「２年

連続で入賞はできないと思っていたので、とても驚きま

したがうれしかったです。中学校でも新聞づくりをやっ

てみたい」と受賞の喜びを話していました。

　３月１２日、県が実施する「地球温暖化を防ごう隊」で

船越小学校（佐藤健三校長・児童２０５人）の取り組みに

対し、県知事表彰が贈られました。これは子供たちに環

境について考えてもらおうと実施されているもので、同

校では５・６年生６８人が夏休みと冬休みの間に１週間ず

つ電気の節約やマイバッグ運動などに取り組みました。

佐々木かな子さん＝写真左＝と大畑憂依さん（ともに６

年・現山田中１年）は「身近なことでも地球温暖化の防

止につながることが分かりました。中学生になっても続

けていこうと思います」と話していました。

  鈴木さ
んの卒業制作映画上映会

三鉄とともに暮らす人々の姿描く

大沢
出身

　本町大沢出身で日本映画学校映像科（神奈川県川崎市）

３年の鈴木宏子さん（２１）らが卒業制作で作ったビデオ

映画「おらほの鉄道～三鉄沿線奮闘記～」が完成し、３

月１３日に上映会が行われました。会場となったふるさ

とセンターには６０人が来場。上映に先立ち鈴木さんが

「地元の皆さんの協力のおかげで、この映画を完成する

ことができ、大変感謝しています」とあいさつしました。

この映画は三陸鉄道をテーマとし、沿線で暮らす人々の

様子や同鉄道にかける地域住民の思いを伝えた約４５分

の作品となっています。上映が終わると、来場者からは

「三陸鉄道の大切さを見直すきっかけになった」と惜しみ

ない拍手が送られていました。

全国小・中学校新聞コンクール

大沢小「海よ光れ」が全国３位

ふるさとセンターで行われた

上映会の様子（上写真）／写

真左から撮影・録音担当した

西信好真さん、企画・演出を

担当した鈴木宏子さん、音楽

を担当した松山レオさん

　今月の題字

中村 紘 
こう

 一  郎 君
いち ろう

　　　（豊間根小５年）

【１３】

放課後児童クラブの交流会

おもちゃ作りの楽しさ学ぶ

　３月８日、町放課後児童クラブの交流会が開かれまし

た。県立児童館「いわてこどもの森」（一戸町）が主催す

る地域巡回事業の一環として行われたもので、会場と

なった町中央コミュニティセンターには放課後児童クラ

ブの児童２７人が参加しました。参加した児童はいわて

こどもの森職員の指導を受けながら「どんぶりカー」や

「けん玉」など４種類のおもちゃ作りに挑戦。けん玉作り

では、紙を円すい型に丸めたものにプラスチックのカプ

セルとゴムをつなげて好きな模様を描くなど、おもちゃ

作りの楽しさを学んでいました。

山田高吹奏楽部が訪問演奏会

園児と音楽通じた触れ合い

　３月８日、山田高校吹奏楽部（佐々木舞子部長・部員１９

人）が中央保育園を訪れ、演奏会を行いました。部員の技

術向上を兼ねて毎年町内の保育園や老人保健施設などで開

催しているもので、この日は部員１９人が同園を訪問。楽器

の紹介やハンドベルの演奏に続いて童謡メドレーや人気テ

レビアニメの主題歌などが演奏され、園児たちは手拍子を

打ったり、曲に合わせて歌ったりしていました。このほか、

園児と部員との合奏も行われ、園児たちが部員の奏でる曲

のリズムに合わせてカスタネットや鈴を鳴らすなど、一緒

になって音楽を通じた触れ合いを楽しんでいました。

県選抜野球に山田中３人出場

本県チームが準優勝に輝く

　第７回東北中学校選抜野球大会に山田中３年の山崎有

貴君と阿部優紀君、佐々木康仁君の３人が本県選抜とし

て出場しました。大会は３月１５日と１６日に仙台市で開催

され、東北各県から８チームが参加。本県チームは初戦

から順調に勝ち進み、決勝で秋田県選抜と対戦。結果、惜

しくも敗れましたが、見事準優勝に輝きました。各県の

選抜チームと対戦し、高レベルの試合を肌で感じた３人。

山崎君は「意識を高めてこれからの練習に取り組みたい」、

阿部君は「全国で通用するピッチングを目指したい」、

佐々木君は「大会で学んだことをチームに伝え、全国レ

ベルを目標に頑張りたい」と意欲を燃やしていました。

本県選抜チームとして出場した皆さん。写真左
から山崎有貴君、阿部優紀君、佐々木康仁君
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必要書類対象外となる人

母子手帳のコピー妊産婦

拘禁証明書（刑務

所などで発行され

るもの）

刑事施設、労役場などに拘禁されて

いる人

入院証明書（病院

などで発行される

もの）

病院または診療所に６カ月以上入院

している人

在園・在所証明書

（入所施設で発行

されるもの）

障害者支援施設、特別養護老人ホー

ム、介護老人保健施設、指定介護老人

福祉施設などに入所している人

◆特定健診の対象外となる人

施
設
入
所
者
な
ど
は

特
定
健
診
対
象
外
に

該当する人は届け出が必要

【１４】

◆総務課　試課長（地域整備課同）福士豊試課長補佐・行政チー

ムリーダー（地域整備課同）里舘誠一試住民協働推進室長・文

書情報防災チームリーダー（保健福祉課課長補佐）尾形英一試

主任（住民生活課同）佐々木勝吉試主任（税務会計課同）佐々

木文明◆企画財政課　試課長補佐・企画チームリーダー兼電算

チームリーダー（住民生活課上席副主幹）豊間根和博試課長補

佐・財政チームリーダー（税務会計課同）佐藤義雄試上席主査（同

課主査）古舘隆試副主幹（水道事業所上席副主幹）糠盛勝彦

◆税務会計課　試収納対策主幹兼収納対策室長（産業振興課課

長補佐）福士丈二試課長補佐・課税チームリーダー（企画財政

課同）川村均試上席副主幹（豊間根支所支所長）佐々木千恵

◆産業振興課　試課長兼農業委員会事務局長（企画財政課課長

補佐）宇澤正二試水産振興主幹（同課主幹兼課長補佐）内田明

試課長補佐・水産チームリーダー（同課上席副主幹）伊藤勝幸

試課長補佐・商工観光チームリーダー（企画財政課上席副主幹）

鈴木隆康試上席主査（地域整備課主査）佐々木真悟

◆住民生活課　試課長（産業振興課同）昆和章試課長補佐・総

合窓口チームリーダー兼住民記録チームリーダー（同課課長補

佐）阿部敏博試課長補佐・生活安全チームリーダー（同課上席

副主幹）中村剛試上席副主幹（産業振興課同）菊池利博試上席

主査（保健福祉課主査）木村庸助試副主幹（保健福祉課同）藤

井憲郎試副主幹（地域整備課同）関民子試主任保健師（保健福

祉課同）濱登新子◆保健福祉課　試課長（総務課課長補佐）佐々

木義伸試児童専門員（織笠保育園園長）上野美智子試課長補佐・

高齢者福祉チームリーダー兼地域包括支援センターチームリー

ダー（住民生活課同）菊地清文試課長補佐・福祉チームリーダー

（総務課住民協働推進室長）関清貴試課長補佐・保健チームリー

ダー（同課課長補佐）桜井俊雄試上席副主幹（地域整備課同）

関晃試上席管理栄養副主幹（同課管理栄養副主幹）吉嶋和子試

上席保健主査（同課保健主査）菊池ひろみ試主任（総務課同）

佐々木幸博試主任（住民生活課同）佐々木由美子試主任（住民

生活課同）大川修一◆地域整備課　試課長（税務会計課収納対

策主幹）柏谷明久試課長補佐・建築住宅チームリーダー（同課

課長補佐）芳賀俊明試課長補佐・土木チームリーダー（同課上

席技術副主幹）阿部秀一試課長補佐・都市整備チームリーダー

（同課上席技術副主幹）竹内幸司試上席主査（同課主査）白土靖

行試上席技術副主幹（同課技術主査）澤山満試上席技術主査

（同課技術主査）佐々木政勝試副主幹（税務会計課同）福士優子

　町職員の人事異動
試主任（総務課同）野口伸試主任（農業委員会事務局同）志

和一実試技師（同課主事補）坂本大弥◆岩手県後期高齢者医

療広域連合派遣　試主事（住民生活課同）武藤美奈子

◆豊間根支所　試支所長兼豊間根公民館館長（監査委員室室

長）豊間根悟◆轟木児童館　試館長（船越保育園園長）佐々

木マサ子◆船越保育園　試園長（さくら幼稚園同）花坂栄試

上席保育主査（織笠保育園保育主査）長嶺美代子試主任保育

士（さくら幼稚園主任教諭）鳥居弥寿子◆織笠保育園　試園

長（轟木児童館館長）川端京子試主任保育士（船越保育園同）

山崎智子◆大浦保育園　試園長（船越保育園上席保育副主幹）

前川美津江試上席保育副主幹（織笠保育園同）豊間根よね子

◆水道事業所　試所長（保健福祉課課長補佐）舟田春樹試上

席主査（産業振興課主査）甲斐谷芳一試主任（産業振興課主

事）山﨑公生◆議会事務局　試事務局長（企画財政課課長補

佐）阿部利行◆監査委員室　試室長（保健福祉課課長補佐）

佐藤吉正◆教育委員会事務局　試教育次長（同局教育次長補

佐）菊地新一郎試教育次長補佐兼学校教育チームリーダー（水

道事業所上席副主幹）甲斐谷義昭◆農業委員会事務局　試主

事（保健福祉課同）昆省吾◆さくら幼稚園　試園長（同園上

席教諭副主幹）里舘啓子試上席教諭副主幹（わかば幼稚園上

席教諭主査）福士美奈子◆わかば幼稚園　試上席教諭副主幹

（大浦保育園上席保育副主幹）佐々木真由美◆校務員　試船越

小学校（織笠小学校）田代修三試山田北小学校（大浦小学校）

岩浅喜美子試織笠小学校（轟木小学校）中嶋るみ子

◆消防防災課　試課長・小林一彦試上席主査・福士勝試上席

主査・多田寛試上席主査・外舘義博試上席主査・山崎幸助試

主査・福士清試主査・佐々木匠試主任・佐々木栄一試主任・

野崎益弘試主任・笹原正試主任・野田剛試主任・塩越健二試

主事・大久保貴幸試主事・上山勝

◆新採用　試税務会計課主事補・黒沢和也試税務会計課主事

補・佐藤肇試住民生活課主事補・角田廉子試住民生活課主事

補・佐々木剛試産業振興課主事補・蛇石準哉試産業振興課主

事補・藤岡高昌試地域整備課主事補・花﨑和博

◆退職《３月３１日付》　試総務課課長・横田隆志試住民生活

課課長・五十嵐秀一試保健福祉課課長・山本誠試水道事業所

長・佐々木隆義試議会事務局事務局長・箱石順試教育委員会

事務局教育次長・澁谷力試住民生活課課長補佐・阿部照實試

保健福祉課児童専門員・鈴木洋子試税務会計課上席副主幹・

佐藤司気彦試保健福祉課上席保健副主幹・湊ミヨ子試大浦保

育園園長・宇部洋子試山田北小学校校務員・佐々木マイ子試

荒川小学校校務員・山屋勇雄

４月１
日付



【材料（８人分）】

ご飯…１４０㌘　ホタテ貝柱…２個　カキ…４～５個　

しゅうり貝（ムラサキイガイ）の身…４～５個

焼きのり…１枚　卵白…１個分

ワカメ、小麦粉、あられ、まつも、ふのり、岩海苔、

三つ葉、白ネギ、いくら…適量

・かけ汁　かつお節…一握り　酒、薄口しょうゆ、塩…

適量　水…５００㏄

【作り方】

①ホタテ、カキ、しゅうりをボイルする。

※この煮汁はかけ汁に使用するので、捨てずにとって

おいてください。

②焼きのりの上にご飯をひき、ホタテ、カキ、しゅうり、

ワカメをのせて太巻きの要領で巻く。

③太巻きに小麦粉をまぶし、卵白をからめてあられを

付け、油で揚げる。揚げたものを８つに切り分ける。

④５００㏄の水にかつお節を入れ、煮立ったらクッキング

ペーパーでこす。

⑤④に①の煮汁を同割で合わせ、再度煮立ったら酒、薄

口しょうゆ、塩で味を調える。

⑥器にふのり、まつも、岩海苔をひいたら太巻きをその

上にのせ、⑤のかけ汁をひたひたになるまで注ぐ。

最後に白ネギ、三つ葉、イクラをのせて完成です。

　山田の魅力発信実

行委員会（阿部幸栄

会長）主催の「うん

めーごっつぉー試食

審査会」で奨励賞を

受賞した作品を全４

回のシリーズでご紹

介します。

　今月から始まったこのコーナーでは、町管理栄養士や

山田町食生活改善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にで

きるお弁当や郷土料理、旬の食材を使った料理などを毎

月ご紹介します。１回目は栄養のバランスがとれ、簡単

に作ることができる「進級おめでとうランチ」です。

　作り方 
【材料（４人分）】

・薄切り肉の野菜巻き

豚モモ薄切り肉…４枚　キャベツ…６０㌘

ニンジン…２０㌘　片栗粉…少々

しょうゆ、砂糖、水…各大さじ１

・ゆで野菜のマヨネーズ焼き

　ジャガイモ… ６０㌘　ニンジン…２０㌘

　ブロッコリー…１５㌘　マヨネーズ…適量

【作り方】

・薄切り肉の野菜巻き

①キャベツとニンジンを千切りにする。

②肉を１枚ずつ広げ、キャベツを巻いたものを２本、

ニンジンを巻いたものを２本作る。

③②に薄く片栗粉をまぶし、油をひいたフライパン

でじっくり焼く。

④しょうゆ、砂糖、水を合わせてからフライパンに

いれ、水分がなくなるまで煮詰めて完成。

※市販のめんつゆや焼肉のたれなどでもＯＫです。

・ゆで野菜のマヨネーズ焼き

①野菜は皮をむいてゆでるか、電子レンジで加熱する。

②アルミカップにゆでた野菜を入れ、マヨネーズを

かけてオーブンで少し焦げ目をつけたら完成。

№１

【１５】

【栄養士からワンポイントアドバイス】
　バランスよいお弁当にするためには、

弁当箱に詰める割合も大切。ごはんは全

体の半分にきっちり詰め、おかずは残り

のスペースのうち３分の１が魚や卵、肉

類のおかず、３分の２が野菜や海草、イモ

類のおかずになるように努めましょう。

進級おめでとうランチ

磯辺茶漬け揚げ
阿部日佐子さん（中央町）の作品



【１６】

日
曜
日
・
祝
日
…
午
前
　
時
～
午

１０

後
４
時

※
開
催
時
間
は
講
座
１
回
に
つ
き
原

則
２
時
間
以
内
と
な
り
ま
す
。

▽
開
催
場
所
　
町
内
の
公
共
施
設
や

事
業
所
の
会
議
室
、
学
校
な
ど

（
個
人
の
お
宅
で
は
行
い
ま
せ
ん
）

※
会
場
の
確
保
や
開
催
告
知
な
ど
、

講
座
を
行
う
た
め
の
準
備
は
主
催

者
側
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
役
場
総
務
課
、

住
民
生
活
課
、
役
場
各
支
所
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総

務
課
住
民
協
働
推
進
室
（
察
　－８２

３
１
１
１
内
線
４
４
０
）
へ
。

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
町
職
員
が
出
向
い
て
講

師
を
務
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
同
講
座

は
、
町
で
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や

政
策
な
ど
の
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
し
、
広
く
町
政
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
町
内
に
住
む
５
人
以
上
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
講
座
の

自治会などの活動に補助金
　町では、自治会などの活動に対し補助金を交付します。

　本年度（４月１日～来年３月３１日）に行われる事業の申

請の受け付けを行いますので、補助金の交付を希望する団

体は期日までに申請書を提出してください。

試対象団体　自治会、コミュニティー、自主防災組織、Ｎ

ＰＯなど（産業団体など営利法人は対象外です）

試補助内容　審査委員会により事業内容などが審査され、

認められた費用の５分の４以内の額が交付されます。

※補助金は団体ごとに交付されますが、年間で１団体に交

付できる金額の総額には上限があります。対象世帯数に

より異なりますので、詳しくはお問い合わせください。

試申請期限　６月３０日

◆申請先・問い合わせ　役場総務課住民協働推進室（察８２

－３１１１内線４４０）へどうぞ。

対象事業および事業内容の例項　　目

地域づくり計画の策定・周知、地域ワー

クショップの開催、地域性を生かしたイ

ベントの開催など

地域づくり

各種健康づくり運動、世代間交流活動、

地元食材を使用した料理教室など
地 域 福 祉

ごみ減量化と適正分別への取り組み、ご

みステーションの適正管理、廃棄物の不

法投棄監視活動、買い物袋持参運動など

環 境 衛 生

お祭り・盆踊り大会の開催、地域リー

ダー研修会への派遣など

生涯学習・

生涯スポーツ

地域で独自に行う避難訓練、防災資器材

の整備、道路の草刈りや除雪、登下校時

間帯の地域内の見回りなど

防災・安全

地場産品の消費拡大や生産意欲の向上に

関する取り組みなど
産 業 振 興

◆対象となる事業内容の例

テ　ー　マ　の　例担　　当　　課

町の行政組織、防災、行政改革、情報
公開、個人情報保護、住民協働、統計
など

総 務 課

町の財政、町の発展計画、町有財産、
国土調査など

企 画 財 政 課

町税（町民税、固定資産税、国保税）
など

税 務 会 計 課

農林業の現状、森林の役割、特用林産
物、漁業の現状、商工観光業の現状な
ど

産 業 振 興 課

国民健康保険制度、年金、ごみの分別
とリサイクル、環境問題、地域安全
（防犯、暴力追放）など

住 民 生 活 課

健康づくり、健康相談、高齢者福祉、
障害者福祉、子育て相談、介護保険の
仕組みやサービスなど

保 健 福 祉 課

土地区画整理事業、下水道事業、道路
整備事業など

地 域 整 備 課

救急講習会、消火器の取り扱いなど消 防 防 災 課

水道施設の概要水 道 事 業 所

町議会の役割と活動内容議 会 事 務 局

選挙の仕組み、選挙制度など選挙管理委員会事務局

監査委員の役割と活動内容監 査 委 員 事 務 局

農業委員会の役割と活動内容農業委員会事務局

学校教育、町の史跡や歴史、日蘭交流、
各種スポーツ講座、鯨と海の科学館体
験コーナーなど

教育委員会事務局

◆担当課と講座のテーマ例

内
容
は
受
講
す
る
皆
さ
ん
の
ご
要
望

に
応
じ
て
、
各
担
当
課
の
職
員
が
説

明
に
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

講
座
は
皆
さ
ん
の
相
談
や
要
望
な
ど

を
お
聞
き
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
講
座
の
開
催
を
希
望
す
る
方
は
、

開
催
を
希
望
す
る
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
で
き
る
時
間
　
▽
平
日
…
午

前
　
時
～
午
後
９
時
▽
土
曜
日
・

１０

住民協働推進支援事業



◆問い合わせ　町農業委員会事務局（察８２－３１１１内線

２３９）へどうぞ。

農業労賃標準額が
　　改定されました
　平成２０年度の町農業労賃標準額が次のとおり決まりま

した。適用期間は４月１日から来年３月３１日までです。

注１　標準額にはオペレーター賃金と燃料費が含まれる。

注２　湿田の耕起、刈り取り脱穀（コンバイン）は１,０００円増し。

注３　田植え（田植機）は植え付けのみとする。

注４　刈り取り結束（バインダー）の結束用縄代は、委託者負

担とする。

注５　牧草こん包（ロールベーラ）の基準は１㍍×１㍍とする。

注６　牧草ラッピングはラップフィルム代を含む。

注７　５㌃未満の代かきは１割増し。

注８　もみの運搬費用は１０㌃当たり１,０００円とする。

注９　乾燥は燃料の値下げによっては標準額を下げる。

標準額単　位使用機械種　　　別

５,８００円１０㌃耕運機およびトラクター耕 起

水
　
田
　
作
　
業

６,７００円１０㌃〃代 か き

５０円１㍍く ろ ぬ り 機く ろ ぬ り

６,４００円１０㌃以上
田 植 機田 植 え

６,５００円１０㌃未満

７,３００円１０㌃バ イ ン ダ ー刈り取り結束

１５,０００円５㌃以上
コ ン バ イ ン刈り取り脱穀

１７,０００円５㌃未満

７,３００円１０㌃乾 燥 機乾 燥

４,０００円１時間全 自 動 脱 穀 機脱 穀

５,０００円１０㌃特 に 設 定 な し転作田草刈り

５,７００円〃耕運機およびトラクター全 般

畑
　
作
　
業

３,０００円〃コーンプランター種 ま き

９,０００円〃コーンハーベスター刈 り 取 り

１,５００円１個ロ ー ル ベ ー ラ牧草こん包

１,５００円〃ラッピングマシン牧草ラッピング

３,０００円１０㌃マニアスプレッターたい肥散布
共
通

◆機械の部

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

水田経営所得安定対策 加
入
手
続
き
は
６
月
　
日
ま
で

３０

　昨年４月にスタートした「品目横断的経

営安定対策」が「水田経営所得安定対策」

と名称を改め、制度内容が変わりました。

　この制度の対象は一定の経営規模（面積

または所得）の認定農業者または集落営農

組織でしたが、今回の改正により市町村特

認制度が設けられ、地域水田農業ビジョン

に地域の担い手として認められた認定農業

者または集落営農組織であれば、加入でき

ることになりました。

　支援内容としては、当年度の販売収入が

標準的収入を下回った場合に減収額の９割

を補てんする収入減少緩和対策などがあり、

米や麦、大豆などが対象です。

　加入手続きは４月１日から６月３０日まで

となっていますので、利用を希望する方は

役場産業振興課へご相談ください。

◆問い合わせ　役場産業振興課農業担当

（察８２－３１１１内線２３５）へどうぞ。

【１７】

町
長
室
か
ら

　
３
月
は
卒
業
の
季
節
。
今
年

は
小
・
中
・
高
校
４
校
と
２
保

育
園
の
卒
業
式
・
卒
園
式
に
出

席
し
ま
し
た
が
い
ず
れ
も
素
晴

ら
し
い
内
容
で
し
た
。
不
安
げ

な
表
情
で
保
護
者
の
手
に
引
か

れ
、
保
育
園
や
幼
稚
園
の
門
を

く
ぐ
っ
た
子
供
た
ち
。
い
ま
立

派
に
成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

程
を
終
え
て
卒
業
す
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
す
る
と
、
自
分
の

子
育
て
時
代
を
思
い
起
こ
し
胸

に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
▼
親

が
子
供
を
育
て
る
こ
と
は
当
然

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
実
は

子
育
て
を
通
じ
て
親
も
子
供
に

教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
い
か

に
多
い
こ
と
か
。
終
わ
っ
て
み

て
気
付
く
こ
と
で
す
。
子
供
と

一
緒
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
、

と
私
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
お
願

い
し
ま
し
た
▼
４
月
に
入
り
入

学
、
入
園
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
ま
た
多
く
の
児
童
生
徒

の
皆
さ
ん
が
希
望
と
不
安
を
胸

に
新
し
い
生
活
の
一
歩
を
記
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
が
展
開

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
み
ん

な
、
が
ん
ば
れ
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

◆人力の部

注１　標準額は、１日実働８時間当たりの賃金とする。

注２　実働時間が１日８時間を超えた場合は超過額を加える。

注３　畑作業のパートは１時間当たり６５０円とする。

超過額

（１時間当たり）

標準額

（１日８時間）

金額

種別

８００円５,１００円水　田　作　業

８００円５,１００円畑　　作　　業



【１８】

　町では、収入が一定以下の方を対象に、介護保険

料の軽減制度を行っています。対象となるのは、老

齢福祉年金受給者及び老齢福祉年金以下の収入で、

一定条件を満たしている人です（下表参照）。

　保険料の減額を受けるためには本人の申請が必要

となりますので、対象となる方はお早めに手続きを

行ってください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課介護保険担当（察８２

－３１１１内線１６３）へどうぞ。

軽減の内容軽減の対象となる人区分

保険料段階第１段階の半額の保

険料相当額に軽減（年額２１,６００円

→１０,８００円に軽減）

１　老齢福祉年金受給者で本人および世帯全員が非課税

２　老齢福祉年金以下の収入で、次の４つの要件をすべて満たし、生活保護を受けてい

ない人。諮世帯全員が住民税非課税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１

人につき４０万円を加算）諮住民税課税者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金

など一定以上の資産を所有していない―人

Ⅰ

本来納めるべき保険料段階から

１段階分軽減

（年額より１０,８００円を軽減）

１　災害により著しい損害を受けたとき

２　世帯生計維持者の死亡または長期入院などで収入が著しく減少したとき

３　世帯生計維持者の収入が事業の休廃止、失業などにより著しく減少したとき

４　世帯生計維持者の収入が不漁、不作などにより著しく減少したとき

Ⅱ

保険料段階第３段階を第１段階

の保険料に軽減（年額３２,４００円→

２１,６００円に軽減）

　保険料段階が第３段階で、次の４つの要件をすべて満たす人。諮世帯全員が住民税

非課税諮世帯の年間収入が１２０万円以下（３人目から１人につき４０万円を加算）諮住民

税課税者に扶養されていない諮１００万円以上の預貯金など一定以上の資産を所有して

いない―人

Ⅲ

◆介護保険料軽減制度の概要

低所得者の介護保険料減免制度

対象となる方は
お早めに手続きを

　
町
内
５
つ
の
漁
業
協

同
組
合
で
組
織
す
る
共

有
一
共
第
１
１
１
号
第

一
種
共
同
漁
業
権
連
合

管
理
委
員
会
で
は
、
期

間
を
限
定
し
一
定
の
条

件
付
き
で
山
田
湾
内
の

ア
サ
リ
漁
を
一
般
開
放

し
ま
す
。

　
山
田
湾
全
域
に
は
ア

サ
リ
資
源
の
繁
殖
保
護

を
目
的
に
「
ア
サ
リ
漁

業
権
」
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
漁
業
者（
組
合

員
）以
外
の
方
は
ア
サ

リ
を
採
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
が
、
一
般

アサリ漁を一般開放
潮干狩りを楽しもう

の
皆
さ
ん
に
春
の
風
物
詩
を
堪
能
し

て
も
ら
お
う
と
、
期
間
や
殻
長
制
限

な
ど
を
定
め
て
開
放
を
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　
次
の
条
件
を
守
り
、
潮
干
狩
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
５
月
１
日
～
６
月
　
日
１５

▽
時
間
　
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

▽
使
用
漁
具
　
く
ま
手
、
し
ゃ
く
し

※
ジ
ョ
レ
ン
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

▽
殻
長
制
限
　
殻
長
２
㌢
以
下
の
ア

サ
リ
は
採
取
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
共
有
一
共
第
１
１

１
号
第
一
種
共
同
漁
業
権
連
合
管

理
委
員
会
（
山
田
湾
漁
業
協
同
組

合
内
察
　－

３
６
３
１
）
へ
。

８２

５月１日～６月 １５ 日

平
成
　
年
町
消
防
演
習
を
開
催

２０

　平成２０年町消防演習が行われます。本年は

山田南小学校と大沢漁港を会場に、各種訓練が

行われます。皆さんどうぞご観覧ください。

試期日　４月２０日（日）

試訓練の時間と内容　

【開会行事】午前８時・山田南小学校校庭　【公

開訓練】　分列行進…午前１１時２０分・県道重

茂半島線（県北バス大沢停留所付近から大沢

漁協まで）　放水訓練…午前１１時４０分・大沢

漁港　荒川婦人防火クラブによる初期消火訓

練…正午・大沢漁港

消防団団員を募集します

　あなたの情熱をください雌雌。山田町消防団

では団員を募集しています。地域の皆さんの生

命・財産を守るため、消防団で共に活動しませ

んか。入団を希望する方は、最寄の消防団の分

団長または団員へ直接お申し込みください。

◆問い合わせ　山田消防署（察８２－３１３９）へ。

期 間

山山山山山山山山山山山山田田田田田田田田田田田田山田湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾



まちで出会ったか
わいい笑顔

●１ 平成２０年度の山田町一般会計

の予算総額はいくら？

　佳４６億１,９４６万円

　加６４億１,９４６万円

　可６６億１,９４６万円

●２ 第５７回全国小・中学校・ＰＴ

Ａ新聞コンクールで毎日新聞

社賞を受賞した大沢小学校の

学校新聞は「○よ光れ」？

　佳海　加山　可川

●３ 平成２０年町消防演習が行われ

るのは４月何日？

　佳１０日　加２０日　可３０日

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん１１人

のうち、女の子は何人？

　佳６人　加７人　可８人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　４月１８日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－B、②－A、

③－Ｃ、④－Bでした。応募者

は３１人で２４人が正解。抽選の結

果次の１０人が当せんしました。

山田＝武藤道枝（５３）　長崎＝中

村伊吹（１０）　飯岡＝甲斐谷紗良

（１０）、松原ななえ（３）　境田町

＝佐々木碧衣（１３）　船越＝澤木

博絵（１６）　織笠＝鈴木妙子（４５）

大沢＝鈴木なな（？）　豊間根＝

中村久乃（７）、佐々木初男（６７）

　<敬称略>

【１９】

　三陸鉄道では、４月１日から

通勤定期乗車券を貸し借りが自

由にできる「持参人式」に変更

しました。通勤定期の記名人

（本人）以外でも家族が休日に利

用したり、職場の同僚が仕事で

乗車する際に使ったりするなど

通勤以外にも使用できます。な

お、通学定期やＪＲ連絡の通勤

定期は従来どおり本人しか使用

できません。

試問い合わせ　三陸鉄道株式会

社（察６２－８９００）へどうぞ。

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試募集人数　１人

試勤務場所　企画財政課

試応募資格　町内に住所があり、

　パソコン操作のできる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　５月１日～１０月３１日

※必要がある場合は、最大１２カ

月まで期間が更新されます。

試申し込み方法　役場住民生活

課または各支所に備え付けの

履歴書に必要事項を記入し、

総務課に提出してください。

試申込期限　４月１４日

試問い合わせ　役場企画財政課

国土調査担当（内線４３６）へ。

試期日とコース　第１回…４月

１１日（Ａコース）　第２回…４

月１９日（Ａコース）　第３回…

４月２５日～２６日（Ａ・Ｂコー

ス、登山のみの参加も可）

試時間　午前９時半～午後３時半

（第３回は翌日午前１１時まで）

試内容　Ａコース…鯨山登山ほ

か　Ｂコース…野外活動

試参加費　

　第１回、第２回…各１００円

　第３回Ａコース…２,０００円

　第３回Ｂコース…２,４５０円

試申込期限　第１回…４月８日

　第２回…４月１５日　第３回…

　４月１８日

試申込先・問い合わせ　陸中海

岸青少年の家（察８４－３３１１）へ。

試日時　４月１０日（木）

　　　　午後３時～４時

試場所　和田工業㈱前

試問い合わせ　役場保健福祉課

　健康管理担当（内線１６１）へ。

　町では、平成２０年度の土地・

家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を行

います。この縦覧制度は、納税

者が所有する固定資産（土地・

家屋）の価格が適正かどうか判

断するために、縦覧名簿により

ほかの固定資産の評価額や面積

などをご覧いただける制度です。

ただし、所有者名や課税内容は

見ることができません。

　なお、地域ごとの宅地の標準

的な価格は、路線価図の公開制

度で閲覧することができます。

試縦覧期間　４月１日～３０日

　（土・日曜日、祝日は除く)

試縦覧時間　午前８時半～午後

５時半

試縦覧場所　役場税務会計課

試縦覧できる人　納税義務者、

納税管理人、代理人など

※代理人の場合は委任状が必要

となります。

試問い合わせ　役場税務会計課

資産税担当（内線１１４）へ。

　岩手県保険医協会歯科部会で

は、４月１８日の「ヨイ歯デー」

にちなんで、歯やお口に関する

悩みに応じる無料電話相談を受

け付けます。

試受付日時　４月１８日（金）

　　　　午前１０時～午後８時

※回答は午後７時以降となりま

す。相談を受け付けた後、折

り返し歯科医師が相談者にお

電話します。

試相談電話　岩手県保険医協会

ヨイ歯デーテレホン相談係

（察０１９－６５１－７３４１）へ。

試期日（各回とも３日間）

　第１回…４月２２日～２４日

　第２回…５月３１日～６月２日

　第３回…７月４日～６日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　岩手教育会館（盛岡市）

試受講料　１８,２００円（テキスト

代を含む）

試定員　各回とも６０人

試申込先・問い合わせ　鋤日本

ボイラ協会岩手支部（察０１９

－６２４－５１３９）へどうぞ。

　福祉人材センターでは、福祉

の職場で働きたい方と人材を求

めている福祉施設・事業所の懸

け橋となる無料職業紹介事業を

行っています。来所が難しい方

には、郵送による求職登録や電

話相談も行っています。福祉に

関することは、福祉人材センター

までお気軽にご相談ください。

試問い合わせ　岩手県社会福祉

協議会福祉人材センター（察

０１９－６３７－４５２２）へどうぞ。

※福祉人材センター・バンクが

運営する福祉分野の求人情報

サイト｢福祉のお仕事｣(http：

//www.fukushi-work.jp/）

もご利用ください。

青少年の家で自然
体験活動セミナー

全血献血あります
皆さんのご協力を

町の期限付臨時
職員を一般公募

三鉄の通勤定期券
貸し借りが自由に

盛岡市でボイラー
技士講習会を実施

福祉人材センター
無料職業紹介事業

歯やお口に関する
電話相談受け付け

固定資産の縦覧
制度のご利用を

４月の町長面談日
試日時　４月１４日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。



　「山火事は　地球の未来も　燃やします」を全国統一標語に、５月

３１日まで山火事防止運動月間が展開されています。春は空気が乾燥

して風が強く、火事の起こりやすい季節。山の緑を火災から守るた

め、火の取り扱いには十分注意しましょう。

山火事防止運動月間

火の取り扱いにご注意を

５月３１日まで

おめでた・おくやみ

２月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試船越　佐々木 玲  良 （敏・女）、山﨑 星  菜 
れい ら せ な

（勉・女）、田中 結  奈 （雄太・女）
ゆ な

試田の浜　佐々木 敦  幹 （正喜・男）
あつ き

試大浦　山根 優  希  帆 （嘉春・女）
ゆ き ほ

試織笠　臼澤 蘭 （未来子・女）
らん

試大沢　三上 乃  愛 （司・女）
の あ

試豊間根　山内 心  結 （美文・女）
み ゆ

〔結婚した二人〕（　）は住所

田代硝（川井村）・鈴木慶子（大沢）

中村貴昭（織笠）・沼﨑智美（境田町）

斎藤隆利（荒川）・工佳代（北海道室蘭市）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　 藤ミサヲ（８４）、西川チヱ（９０）、

福士ソノ（８７）、佐藤哲也（４９）、 キヌ（９４）、

佐藤光弘（５５）、武藤義尚（４９）、 藤マツ

（９４）

試船越　花坂正（８９）

試田の浜　臼井養吉（８２）、加藤マツ（８４）

試大浦　西田孝策（９５）、野田多賀子（６９）、

佐々木浅次郎（８５）

試織笠　 々木イク子（６９）、村上ウメ（８６）、

 々木市 （９６）

試大沢　鈴木萬一（７８）、大川ヒテ（８４）

試豊間根　佐々木テルヱ（８３）、芳賀マン（８１）、

松本リヂ（９１）、山﨑ヨシ（８１）

試荒川　 藤精一（７６）

◆
文
才
の
無
さ
を
感
じ
つ
つ
書
き
続

け
た
ピ
ン
ボ
ケ
も
、
今
回
が
最
後
と

な
り
ま
し
た
。
広
報
マ
ン
と
し
て
カ

メ
ラ
片
手
に
駆
け
回
っ
た
６
年
間
。

あ
ま
り
に
も
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

取
材
を
通
じ
て
多
く
の
人
と
出
会
い
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
広
報

を
支
え
て
く
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
次
号
か
ら
は
、
わ
た
し
と
新
任
の

（
文
）で
紙
面
作
り
が
ス
タ
ー
ト
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●幸 ●和 

町民のうごき
（２月 1 日～２９日）

試出生……1０人　　試転入……２８人

試死亡……２８人　　試転出……３５人

試人口…２０,0６９人（今月減 2５人）

　男…９,6３０人　女…１０,4３９人

試世帯数………………７,２２７世帯

「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。

鎌　田　 海 　 心 
み こ

（八幡町・雅和・女）

道　又　　　 結 
ゆい

（飯岡・城・女）

佐々木　 真 　 菜 
ま な

（八幡町・信幸・女）

久保田　　　 心 
 ここͧ

（大浦・輔・女）

黒　澤　 沙 　 絹 
さ き

（船越・宏幸・女）

伊　山　 百 　 華 
もも か

（大浦・竜一・女）

田　森　 悠 　 翔 
ゆう と

（織笠・教郎・男）

瀬　川　さくら
（八幡町・幸介・女）

荒　川　　　 翔 
 ̱ ͡う

（船越・純哉・男）

渡　邊　 凰 　 輝 
おう き

（大沢・強輝・男）

中　山　 騰 　 陽 
たか はる

（織笠・勝英・男）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。

【２０】

４
月
１
日
号

N
o.9
1
2

広報

発
行
／
岩
手
県
山
田
町
　
〒
０
２
８－

１
３
９
２
岩
手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
八
幡
町
３－

　
　
緯
０
１
９
３－

８
２－

３
１
１
１
　
編
集
／
総
務
課

２０


	1
	2-3
	4-5
	6-7
	8-9
	10-11
	12-13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20

